
善
成
撰

『
少
女
阿
冬
篤
信
之
記
』
考

(朝
 
枝
)

善
成
撰

『少
女
阿
冬
篤
信
之
記
』
考

朝

枝

善

照

一

ぜ
ん
じ
よ
う

善
成

の
書
き
残
し
た

『
少
女
阿
冬
篤
信
之
記
』
を
翻
刻
し
、

こ
の
篤

信
之
記

の
成
立
と
そ
の
史
料
と
し
て
の
意
義
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た

い
。ま

ず

、
書

誌

を

記

し

て

お
く

。

写
本

。

一
巻

一
冊

(
全
)
。

袋

綴

。

寸

法

、

縦

二
十

四
糎

。

横

十

七

糎

。
表

紙

薄

鼠

色

。

内

題

、

な

し
。

外

題

、

少

女

阿
冬

篤

信

之

記

(
墨
書
直
外
題
)
。

丁
数

、

五

丁

(
墨
付

二
丁
)
。
序

文

、

な

し
。

奥

書

、

な

し
。

(
1
)

本
書

は
、

浄

泉

寺

文

庫

に
蔵

さ

れ

る
。

撰

述

者

善

成

は
、

浄

泉

寺

第

十
三
代

の
住

持

で
あ

る

。

本

書

は
、

上
半

分

に

虫

損

に

よ

る
若

干

の
破

損

が

あ

る
。

し

か

し
、

つ
と

め

て

原
本

に
忠

実

な

る

よ

う

に
翻

刻

し
、

虫
損

は

[
口

、
翻

刻

者

が

句

点

を

施

し
、
私
註

に

は

〔

〕

を

付

し

た

。

〔表
紙
〕

少
女
阿
冬
篤
信
之
記

〔石
〕

〔人
〕

□
見

国
浜

田
城
下
池
田

ト
イ

ヘ
ル
所

二
源

三
郎

ト
云
人
ア
リ
。

コ
ノ
ロ

ノ
養

女
於
冬
当
年
八
歳

也
。
源

三
郎

ノ
妻

ハ
浜

田
細
谷

ト
云
ト
ロ

ロ
ノ
人

ニ
テ
オ

フ
ユ
ノ
叔
母
也
。

オ
フ

ユ
ハ
同
国
三
隅

ノ
産

ニ
テ
父

母
ト

モ
ロ

ト
ク
果

タ
ル

ユ

ヘ
コ
ノ
叔
母

ノ
所

へ
子

ト
ナ
リ

ユ
ク
ト
也
。
然

ル
ニ
宿
因
深
厚
ロ

シ
テ
去

(
マ
マ
)
 

(
マ
マ
)

年
甫

テ
七
歳

ナ
ル

ニ
御
法
義

ヲ
聴
聞

シ
テ
日
夜

ヨ
ロ
フ
コ
ト
ロ
ロ

リ
ナ
シ
。

□
□
□
聞
シ
御

勧
化
終

レ

ハ
傍

二
参

居
人

ヘ
コ
ト
く

ク
ア
リ
カ
タ
フ

コ
サ

リ
ロ
ロ
ロ
拶

シ
テ
僧

ヲ
ミ
レ

ハ
御
法
縁

ニ
ア

ハ
セ
下
サ
レ
ト
云
。
下
向

ノ
ト

キ

ハ
玄
関
口
□
ロ
シ
門

ニ
テ
マ
タ
拝

ス
ル
ロ
ト

ツ
子
也
。
真
光
寺

ノ
近
辺

ユ

〔拝
〕〔
ス
〕

へ
日

々
農
□
□
ロ

ル

ニ
ハ
ヤ
ク
起

シ
テ
下
サ

レ
ヨ
ト
兼

テ
母

ニ
タ
ノ
ミ
ヲ
ク

ト
也
。

母
ワ
ス
レ
テ
ロ
ロ

ヲ
ソ
ク
起

シ
テ
正
信
偶

ヨ
リ
後

二
参

レ

ハ
大

二
残

念

カ
リ
ナ

ニ
ユ
ヘ
ハ
ヤ
ク
」
□
ロ

シ
テ
下
サ

レ
ス
ヤ
ト
母

へ
公
事

ヲ
ク
ル
ト

〔寺
〕

也
。
当
夏
芸
州
大
朝
円
立
□
□
□
法
忍

ハ
マ
タ

ニ
逗
留
中

ア
ル
日

コ
ノ
女

ノ

所

ヘ
ユ
キ
ケ
ル

ニ
今
朝
□
□
ロ

ク
ヲ

コ
シ
タ
リ

シ

ニ
急
テ
参
詣

シ
タ

レ
ト
モ

〔
ユ
〕

モ
ハ
ヤ
御
勧
化

ハ
シ
マ
リ
ロ
ロ

ヘ
コ
ノ
女
カ

ヘ
リ

テ
母

二
向

ヒ
大

二
不
足

ヲ

申
朝
飯

ヲ
タ

ヘ
ズ
。
イ

ロ
ロ
ロ
ロ

メ
ケ
レ
ト

モ
今
日

ハ
飯

ハ
タ

ヘ
ヌ
ト
云

テ

〔幸
〕

ナ
キ
ケ

ル
ユ
へ
母
大

ニ
コ
マ
リ
ロ

ヒ
法
忍

ユ
キ
ケ
ル
ユ
ヘ
ス
カ
ロ
ロ

タ

へ
候

ヤ
ウ

ニ
ナ
シ
玉

ヘ
カ
シ
ト
タ
ノ
ム
ト
也
。
□
家

ハ
モ
ト

ヨ
リ
家
中

ノ
人

々
モ

〔
テ
〕

コ

ノ
子

ノ
法

義

ハ
ナ

シ

ヲ

キ

・
タ

ク
ト

ロ

ア
チ

コ
チ

ヨ
リ

マ
子

キ
イ

ロ
く

〔カ
〕

馳
走

シ
テ

ハ
ナ
シ
ヲ
サ

セ
テ
キ

ク
人
多
ロ
リ

ケ
ル
ト
也
。

コ
ノ
女
三
隅
岡
崎

-94-



浄
蓮
寺

親
戚
当
寺
ノ
門
徒
也
・
(海
葦

嘩
会
で

キ
ラ

女
ヲ
マ
子
キ
タ
ル
ニ

御
法
義

ナ
ル
子

ノ
来

レ

ル
ト
テ
日

・
□
集

ス
ト
也
。

コ
レ
ハ
浄
蓮
寺

主

ノ
善

成

ニ
モ
ノ
カ
タ
リ
玉

ヘ
ル
也
。」

丙
戌
十
月
四
日
克
譲

於
二
浄
泉
寺

一此
筆
記

ヲ
拝

写

シ
ケ

ル
。
此
友
人
浜

〔事
〕

田
光
西
寺
海
量
公
来
宿

セ
シ

ユ
へ
此
娘

ノ
隻

異
聞

ナ
キ
ヤ
ト
尋
子

シ

ニ
己

レ
イ

マ
タ
親

リ
法
話

セ
シ

コ
ト

ハ
ナ
ケ
レ
ト
寺
参

リ

ス

ル

コ
ト

ハ
タ

ヒ

く

見

及
ピ
タ
リ
。
今
年
真
光
寺
夏
中

日

二
両
度

ツ

・
参

詣
怠

ア
ル
事
ナ

(
マ
マ
)

シ
。
常

二
参

ク

ル
業
怠

リ
ナ
ク
遊

ヒ
戯
事

ヲ

セ
ス
コ
レ
寺
詣

テ
ス
ル
代
リ

也

ト
イ

ヘ
リ
。
源

三
郎
夫

婦

二
仕

ヘ
テ
殊

二
孝
義

ナ
リ
。

ア
ナ
タ
カ
ナ
タ

へ
法
話

ニ
ユ
キ
テ
菓
子

ノ
類

与

フ
ル
人
ア

ル
コ
ト

ニ
ト
リ
カ

ヘ
リ
先

ツ
仏

前

へ
献

シ
テ
後
両
親

ニ
ス

・
メ
ソ
ノ
後

ニ
ア
ラ
サ

レ
ハ
己

レ
」
食

フ
事

ヲ

セ

ス
ト
ソ
。
源
三
郎
漁

リ

ヲ
好

ミ
シ
ヲ
ツ
子

ニ
イ
サ

ム
レ
ト

モ
キ
カ

ス
。

ソ

ノ
性
酒

ヲ

コ
ノ
ミ
シ

ユ
へ
同
朋

ヨ
リ
与

フ
ル
銭

モ
テ
酒

ヲ

モ
ト
メ
必

ス

カ

ヘ
ル
毎

二
待

チ
ウ

ケ
テ
之

ヲ
ス

・
メ
ケ
レ

ハ
後

ニ
ハ
恥

テ
殺
生
ヲ
止
メ

ケ

ル
ト
ナ

ン
。
両
親
初

メ

ハ
不
法
義

ナ
リ
シ
カ

コ
ノ
娘

ノ
法
義

ヲ
聴
聞

シ

〔
マ
マ
〕

テ

ツ
子

二
寺

参

リ

ス

ル

ニ
感

激

セ
ラ

レ

テ
寺

詣

テ

ス

ル
様

ニ
ナ
リ

シ
ト

ナ

ン

カ
タ

リ

ヶ

ル
。

二

お
 
ふ
ゆ

右
に
、
阿
冬
に
関
し
て
善
成
が
記
し
た
小
伝
を
翻
刻
し
た
。善
成
は
、

ほ
う
し
ゆ
く
い
ん
り
 
ぜ
ん

明
和
九
年

(
一
七
七
二
)
八
月
十
三
日
誕
生
。
芳

淑

院
履
善

の
長

子
に

じ

つ
じ
よ
う
い
ん
こ
う
ぜ
い
 

た
ま
き

か
く
し
よ
う

し

て
、

所

謂

、
実

成

院

仰

誓

の
孫

に
あ

た

る

。

母

は
、
環

、
法

名

覚

性

(
2
)

で
あ
る
。
善
成
は
、
浄
泉
寺

『
過
去
帳
』
の
文
化
二
年

(
一
八
〇
五
)
閏

み
よ
う
し
よ
う

(3
)

八
月
十

二
日
の
項
に
、
篤
信
者
妙

性

の
小
伝
を
記
載
し
て
い
る
。
こ

の
妙
性
の
小
伝
の
存
在
か
ら
も
、
善
成
が
篤
信
者
阿
冬
に
関
す
る
撰
述

を
な
す
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

次
に
、
『少
女
阿
冬
篤
信
之
記
』
に
記
述
さ
れ
て
い
る
文
章

か
ら
、

若
干
の
問
題
点
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
題
名

の

「
少
女
阿
冬
」
か
ら

検
討
す
る
。
阿
冬
は
、
文
中
に

「当
年
八
歳
」

と
い
う
記
述
が
あ
る
。

こ
の
様
な
少
女
の
物
語
は
、
仰
誓
篇

『
妙
好
人
伝
』
に
は
、
「河
州
利

衛
門
女
阿
霜
」、
「
加
賀
久
兵
衛

ノ
女
」
の
例

が
あ
る
。
阿
冬

の
場
合

は
、
篤
信
者
、
童
子
の
信
仰
、
子
供
の
念
仏
に
て
親
が
改
宗
(無
信
仰
か

(
4
)

ら
)
の
分
類
項
目
に
該
当
す
る
。
阿
冬

の
名
前

は
、
文
中
で
は
「於
冬
」

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
両
者
と
も
オ
フ
ユ
で
あ
る
が
阿
冬

・
於
冬
と
も

す
さ

に
筆
の
遊
び
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
文
中
の
地
名
、
人
名
、
そ
の
他
検
討

の
手
掛
り
と
な
る
語
句
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

石
見
国
浜
田
城
下

池
田

浜
田
細
谷

同
国
三
隅

芸
州
大
朝

三
隅
岡
崎

源
三
郎

真
光
寺

円
立
寺
□
□
法

忍

浄
蓮
寺
親当
威寺

善
成
撰

『少
女
阿
冬
篤
信
之
記
』
考

(朝
 
枝
)
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マ
マ
)
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善
成
撰

『少
女
阿
冬
篤
信
之
記
』
考

(朝
 
枝
)

克
譲

光
西
寺
海
量
公

丙
戌
十
月
四
日

右

の
語

句
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、

こ
の

『
篤
信
之
記
』
の
史

料
的
な
問
題
点
が
明
確
に
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

石
見
国
浜
田
城
下
は
、
現
在

の
島
根
県
浜
田
市
に
相
当
す
る
。
山
陰

(
5
)

の
真
宗
伝
播
の
歴
史
を
考
え
る
時
、
東
か
ら
、
赤
名
西
蔵
寺
を
経
由
し

(
6
)

て
出
雲
部

へ
、
中
国
太
郎
江
川
の
水
路
か
ら
佐
和
浄
土
寺
を
経
由
し
て

石
東
地
区

(大
田
市
周
辺
)
へ
、
広
島
か
ら
三
坂
峠
を
利
用
し
て
浜
田
港

に
至
る
広
浜
街
道
を
経
由
し
た
教
線
、
道
川
か
ら
益
田
方
面
に
伝
播
し

た
真
宗
と
、
大
略
四
つ
の
経
路
が
考
え
ら
れ
る
。
三
坂
峠

の
麓
に
位
置

(7
)

し
た
浄
泉
寺
は
、
陰
陽
の
交
通
の
要
衝
に
あ
り
、芸
州
の
大
朝
円
立
寺
、

石
州
の
海
岸
部
に
国
分
金
蔵
寺
、
浜
田
城
下
の
真
光
寺
の
三
ヶ
寺
を
中

(8
)

心
と
し
て
教
線
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
善
成
の
母
で
あ
る
環
が
幻
時
佐

和
浄
土
寺
に
引
き
取
ら
れ
た
の
は
、
叔
母
と
祖
父
の
妹
の
婚
家
と
い
う

(
9
)

縁
で
あ

つ
た
。
こ
の
浄
土
寺
も
、
石
東
の
平
野
部
大
田
に
常
見
寺
を
擁

し
、
浄
土
寺
教
団
的
な
末
寺
構
…成
を
な
し
て
い
る
。
大

田
常
見
寺
に

は
、
浄
泉
寺
第
七
代
慈
慶
の
弟
湛
空
が
養
子

と
し
て
入
寺

し
た
関
係

で
、
履
善

と
環
と
の
婚
姻
に
つ
い
て
は
、
仰
誓
は
常
見
寺
主
に
相
談
を

(
1
0
)

し
て
い
る
。

広
島
か
ら
市
木
を
経
て
浜
田
に
至
る
経
路
が
、
現
在
も
妙
好
人
巡
り

の
路
線
に
相
当
す
る
こ
と
は
、
仰
誓
入
寺
以
前
か
ら
の
真
宗
の
伝
播
経

路
と
、
仰
誓
に
よ
る
石
州
学
派
の
形
成
と
が
対

応
し
た
も

の
で
あ
ろ

う
。
『
妙
好
人
伝
』
に
記
載
さ
れ
る
篤
信
者
が
、
右
に
述
ぺ
た
浄

泉
寺

と
地
縁

・
血
縁
の
あ
る
地
に
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
も
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
浜
田
地
方
の
真
宗
、
所
謂
、
石
見

の
真
宗
は
こ
の
様
な
石

(
1
1
)

州
学
派
の
始
祖
仰
誓
に
依

つ
て
浄
泉
寺
で
育
成
さ
れ
た
多
く
の
真
宗
学

(
1
2
)

徒
に
よ

つ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

池
田
は
、
現
在
の
浜
田
市
原
町
三
町
内
と
瀬
戸
見
町
四
町
内
の

一
帯

(
1
3
)

の
古
い
地
名
で
あ
る
。

細
谷
は
、
浜
田
市
邸
外
の
三
階
山
の
麓
の
山
間
部
に
存
在
す
る
。

三
隅
は
、
現
在
の
島
根
県
那
賀
郡
三
隅
町
で
あ
る
。

大
朝
は
、
現
在
の
広
島
県
山
県
郡
大
朝
町
で
あ
る
。

三
隅
岡
崎
は
、
現
在
、
三
隅
町
字
岡
崎
と
し
て
存
在
す
る
が
、
明
治

二
十
二
年

(
一
八
八
九
)
ま
で
は
三
隅
郷
岡
崎
村
が
あ

つ
た
。

源
三
郎
に
関
し
て
は
、
夫
妻
と
も
に
不
明
で
あ
る
。

(
1
4
)

真
光
寺
は
、
旧
池
田
の
近
辺
に
現
存
す
る
。

円
立
寺
ロ
ロ
法
忍
に
関
し
て
は
不
明
で
あ
る
。
円
立
寺
は
、
浄
泉
寺

(
1
5
)

の
筆
頭
末
寺
と
し
て
芸
州
路
の
重
鎮
で
あ

つ
た
。

浄
蓮
寺
は
、
三
隅
町
深
山
に
風
光
明
美
な
古
刹
と
し
て
現
存
す
る
。

せ
い
が
い
 
(
1
6
)

浄
蓮
寺
第
九
代
慈
博
は
、
誓
鎧
の
兄
で
あ
る
。
誓
鎧
は
、
仰
誓
の
高
弟

(
1
7
)

と
し
て

『
妙
好
人
伝
』
の
序
文
を
草
し
て
い
る
。
浄
蓮
寺
第
十
代
了
性

お
 
ま
さ

に

は

、

履

善

の
子

阿

政

が

嫁

し

て

い
る
。

浄

蓮

寺

の
阿

政

命

名

書

(
寸

法
、

縦
三
三

・
四
糎
。
横

四
五

・
五
糎
。
)
は
次

の
如

く

で
あ

る

。
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実
成
大
人
奈
徒
計
玉
ひ

履
善
書
て
さ
徒
く

お
ま
さ

祝
名

 
阿
政

寛
政
三
年
辛
亥
七
月

十
日
誕
生

右
の
如
く
、
現
存
す
る
命
名
書
は
履
善
の
直
筆
で
あ
る
。

浄
蓮
寺

に
所
蔵
さ
れ
る
慈
博
の
命
名
書
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

名

慈
博

字
 
恵
仁

経
日
慈
恵
博
施

仁
愛
兼
済

安
永
二
年
癸
己
十
月
廿
九
日

釈
仰
誓

(花
押
)

右
は
、
仰
誓
の
門
弟
と
し
て
命
名
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
命

(
1
8
)

名
書
は
、
仰
誓
の
親
筆
で
世
に
真
宗
律
と
称
さ
れ
た
風
格
が
偲
ば
れ
る

端
正
な
も

の
で
あ
る
。
仰
誓
の
門
人
で
あ
る
慈
博
と
の
縁
か
ら
、
善
成

の
妹
で
あ
る
阿
政
が
了
性
に
嫁
し
、
善
成
が

「
当
寺
親
戚
」
と
記
し
た

も
の
で
あ
る
。

丙
戊
十
月
四
日
は
、
文
政
九
年

(
一
八
二
六
)
に
あ
た
り
、
阿
政
は
三

十
五
歳
、

こ
の
点
か
ら
こ
の
時

の
浄
蓮
寺
主
と
は
了
性
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
尚
、
了
性
の
嗣
法
了
義
は

『
高
城
学
士
籍
』
に
次
の
如
く
記
さ
れ

て
い
る
。

当
国
浜
田
領
三
隅
岡
崎
浄
蓮
寺
了
性
嗣
法

満
凡
九
歳
善
成
授
刀
嶽
立
教
授

一
文
政
三
年
庚
辰
四
月
五
日
 
了
義

右
の
如
く
、
了
義

は
文
政
三
年

(
一
八
二
〇
)
に
善
成

の
門
下
、

一
期

生
と
し
て
無
成
館
に
入
門
し
て
い
る
。

克
譲
は
、

こ
の
文
政
九
年
七
月
に
市
木
浄
泉
寺
に
来
り
、
仰
誓
の
三

(
1
9
)

十
三
回
忌
法
要
に
参
拝
、
十

一
月
に
松
山
に
帰
寺
し
た
。
専
精
寺

の
僧

(
2
0
)

純
は
、
『妙
好
人
伝
』
の
蹟
に
履
善
と
克
譲
が
出
版
の
計
画
を
も
つ
て
い

(
2
1
)

た
と
記
述
し
て
い
る
。

光
西
寺
海
量
公
は
、
浜
田
光
西
寺
『過
去
帳
』
に
次
の
記
載
が
あ
る
。

釈
海
量

 
嘉
永
元
年
七
月
二
十
七
日

四
十
八
歳

当
寺
弟
子

今
小
路
山
形
屋
善
七
舎
兄
也

当
寺
十
二
世
恵
空
度
弟

十
四
世
宝
憧
焼
香

海
量
は
、
履
善

の
最
後
の
門
人
と
し
て
、
文
政
二
年

(
一
八
一
九
)
四

月
伯
州

(現
在
鳥
取
県
)
香
宝
寺
大
潤
、
伯
州
勝
福
寺
諦
観
と
同
日
に
無

成
館
に
入
門
し
て
い
る
。
履
善
は
、
同
年
七
月

八
日
に
示
寂
。
海
量
に

関
す
る

『
高
城
学
士
籍
』
の
記
載
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

浜
田
城
光
西
寺
度
弟
海
量
瓢
姻
鋤
県
屋

曇
振
及
恵
激
子
二
人
紹
介

一
同
月
十
三
日

 鉄
心

善
成
撰

『
少
女
阿
冬
篤
信
之
記
』
考

(朝
 
枝
)
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善
成
撰

『
少
女
阿
冬
篤
信
之
記
』
考

(朝
 
枝
)

右
の
同
月
は
、
文
政
二
年
己
卯
四
月
の
こ
と
で
あ
る
。
海
量

(名
鉄

心
)
の
紹
介
者
浜
田
光
西
寺
の
曇
振

(号
乾
く
斎
)
は
、
『
高
城
学
士
籍
』

に
よ
れ
ば
文
化
三
年

(
一
八
〇
六
)
七
月
二
十
四
日
に
浄
泉
寺
入
門
。
ま

マ
マ

た
、
曇
振

の
弟
僧
鎧
(字
法
瞳
号
縞
川
)
も
文
化
十
年
(
一
八
一
三
)八
月
七

日
十
七
歳

の
時
に
履
善
の
門
弟
と
な
つ
て
い
る
。
海
量

の
没
年
嘉
永
元

年

(
一
八
四
八
)
七
月
二
十
七
日
か
ら
右
の
年
時
を
考
察
す
る
と
、
海
量

は
僧
鎧
の
入
門
か
ら
六
年
後
の
文
政
二
年
に
十
九
歳
で
市
木
浄
泉
寺
に

来
て
い
る
。
海
量
は
、
文
政
三
年
に
入
門
し
た
浄
蓮
寺
了
性
の
嗣
法
了マ

マ

義
と
は
同
窓
の
学
徒
と
し
て
講
莚
に
列
し
た
で
あ
ろ
う
。
僧
鎧

(字
法

橦
)
は
、
海
量
よ
り
四
歳
の
年
長
と
な
る
の
で
嘉
永
元
年
に
は
五
十

二

歳
と
な
る
。
浜
田
光
西
寺

『
過
去
帳
』
に
見
ら
れ
る
海
量
没
時
の
焼
香

者
、
「十
四
世
宝
憧
」
は
僧
鎧
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
時

に
僧
鎧

五

十
二
歳
の
七
月
の
こ
と
と
な
る
。

既
に
忘

れ
ら
れ
た
光
西
寺
海
量
公
鉄
心
で
あ
る
が
、
右
の
調
査
で
父

の
名
は
嘉
七
、
弟
を
善
七
と
称
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
尚
、
現
在
浜

田
光
西
寺
墓
地
の
山
形
屋
の
墓
石
の
中
に

「釈
海
量
法
師
」
の
名
を
見

(
2
2
)

る

こ
と
が

で
き
る
。

以
上
、
『
少
女
阿
冬
篤
信
之
記
』
の
中
か
ら
検
討
の
手
掛

り
と
な
る

語
句
を
取
り
上
げ
て
考
察
し
た
。
次
に
、
料
紙
等
に
関
し
て
若
干
記
し

て
お
き
た

い
。

こ
の

『
篤
信
之
記
』
は
、
石
州
半
紙
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
半

(
2
3
)

紙
の
間
に
、
木
版

の

「
字
割
罫
紙
」

一
葉
が
挾
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
字

割
罫
紙
に
は
次
の
様
な
印
刷
が
な
さ
れ
て
い
る
。

西
六
条
御
境
内
 
書
林
 
永
田
勘
兵
衛

右
の
書
林
、
永
田
勘
兵
衛
は
、
正
面
通
油
小
路
西
入
に
幕
末
ま
で
存

在
し
た
。

こ
れ
は
、
慶
長
年
間
創
業
の
日
本
最
長
寿

の
版
元
と
し
て
栄

え
て
い
る
菱
家
本
家
(現
在
の
永
田
文
昌
堂
)
の
別
家
(分
家
の
別
れ
)
で
あ

(
2
4
)

つ
た
。

三

本
稿
で
は
、
新
出
の
善
成
撰
『
少
女
阿
冬
篤
信
之
記
』を
紹
介
し
た
。

現
在
こ
の
阿
冬
の
物
語
、
あ
る
い
は
阿
冬
に
関
し
て
石
見
の
地
に
は
全

く
伝
承
が
な
い
。
し
か
し
、
本
書
に
記
述
さ
れ

て
い
る
語
句
の
検
討
か

ら
明
ら
か
に
な
つ
た
問
題
も
多
い
。
そ
の

一
つ
と
し
て
指
摘
で
き
る
こ

と
は
、
本
書
の
存
在
に
よ

つ
て
、
仰
誓
以
来
履
善

・
善
成
と
続
い
た
石

州
学
派
の
人
々
に
妙
好
人
に
対
す
る
関
心
が
継
続

し
て
い
た
と
い
う

こ

と
が
窺
え
る
こ
と
で
あ
る
。

(
2
5
)

仰
誓
は
、
明
和
二
年

(
一
七
六
五
)
に

『
僻
難
対
弁
』
を
著
し
た
が
、

(
2
6
)

そ
の
主
張
は
明
和
年
間
の
浜
田
宗
論
や
、
安
芸
門
徒
の
神
舐
不
拝
運
動

に
発
展
し
た
。
妙
好
人
研
究
も
右
の
様
な
問
題

と
切

り
放
す

こ
と
な

く
、
石
州
学
派
の
専
修
念
仏
の
特
色
と
い
う
視
点

か
ら
も
今
後
は
検
討

さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

1
 
一
九
七
七
年
八
月
の
調
査
中
に
本
記
を
見
い
出
す
。
尚
、
同
年
の
報
告

は
、
土
井
順

一
「島
根
市
木
浄
泉
寺
蔵
書
調
査
報
告

一
」
(『仏
教
史
研
究
』

第
一
〇
号
)
が
あ
る
。
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2
 
『
浄
泉
寺
系
譜
』
(
浄
泉
寺
文
庫
蔵
)

参
照
。

3
 
朝
枝
善
照

「
妙
好
人
妙
性

の

一
考
察
」
(『
印
度
学

仏
教
学
研
究
』
第
廿

七
巻
第

一
号
)

三
五
六
頁
。

4
 
朝
枝
善
照

「
初
篇

『
妙
好
人
伝
』

の

一
考
察
」
(『
仏
教
史
学
研
究
』
第

廿
巻
第
二
号
)
表

一
表
五
参
照
。

5
 
千
葉
乗
隆
著

『
真
宗
教
団

の
組
織

と
制
度
』
第

四
章
二
五

一
頁
参

照
。

マ
マ

「
岩
見
西
蔵
寺
『
西
蔵
寺
末
寺
帳
』
」

6
 
禿
氏
祐
祥
著

『
山
陰
地
方

と
真

宗
寺
院
』
第

四
章

一
七
頁
参
照
。

7
 
島
根
県
教
育
委
員
会
編
集

『
石
見
国
府
跡
推
定
地
調

査

報

告

皿
』

「
M

石
見
国
府

へ
の
道
」
十

四
頁
参

照
。

8
 
山
藤
忠
著

『
旭
町
誌
』

上
巻

「
石
見

の
仏
教
」

三
七
三
頁

参

照
。
『
雲

石
御
末
寺
帳
』

(浄
泉
寺
文
庫
蔵
)
参
照
。

9
 

朝
枝
善
照

「
妙
好

人
妙
性
伝

の
成
立
過
程

「
(『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』

第
廿
八
巻
第

一
号
)

参
照
。

10
 
常
見
寺
文
書
。
大
草
貫
之
師
談
。

11
 
『
高
城
家
儀
』
(
浄
泉
寺
文
庫

蔵
)

参
照
。

12
 
『
高
城
学

士
籍
』
、
註

1
土
井

報
告
参
照
。

13
 
浜

田
光
西
寺
縞
川
聖

士
師
談
。

14
 
『
浜
田
市
誌
』
下
巻

「
市

木
浄

泉
寺

の
末

寺
と
し
て
、
真

光

寺
、

光

西

寺
、
治
和

の
専
称
寺

が
あ
り
」

二
〇
七
頁
。

15
 
『
雲
石
御
末
寺
帳
』
(
浄
泉
寺

文
庫
蔵
)
参

照
。

16
 
井
上
哲
雄
著

『
類
蘇
学
僧
逸
伝
』

一
六

一
頁
、

誓
鎧
の
項
参
照
。

17
 
柏
原
祐
泉
校
註

『
妙
好

人
伝
』

(『
近
世
仏
教

の
思
想
』
所
収
)
 
一
四
八

頁
。善

成
撰

『
少

女
阿
冬

篤
信
之
記
』
考

(
朝
 
枝
)

18
 
土
橋
秀
高
著

『
戒
律

と
は
何

か
』

五
二
頁

「
真
宗
律

と
い
う
言
葉

も
、

仰

誓

・
履
善

の
学
系

で
あ
る
石
見

の
国

に
伝

わ
る
。
」
、
土
橋
秀
高
著

『
戒

律

の
研
究
』
第

六
章
第

五
節

「
真
宗
行
儀

と
戒
律
」
参
照
。

19
 
朝
枝
善
照

「
妙
好

人
妙
性
伝

の
研
究
」

(
仏
教
史
学
会
光
周

年

記

念

論

集
所
収
)

参
照
。

20
 

註

17
柏
原
校
註
本

一
九
四
頁
。

21
 
土
井
順

一
「
仰
誓
撰

『
妙
好
人
伝
』

(
妙
)
」

(
西
本
願
寺
『
宗
学
院
論
集
』

第

四
七
号
)

参
照
。

22
 
浜

田
光
西
寺

は
山
陰

の
名
刹
、
十
四
世
宝
糠
師

は
稀
代

の
聖
僧
。
宝
暦

五
年

(
一
七

五
五
)

の
秘
事
法
門
探
索

に
活
躍

し
た
貞
吟
は
同
寺
門
徒
。

近
年
緒
川
滉
城
師
が
住
持
さ
れ

た
。

23
 
朝
枝

「
造
語
」

で
あ
る
。

24
 
永

田
文
昌
堂
第
十

二
代
永
田
宗
太
郎
氏

の
御
教
示

に
よ
る
。
鈴
木
敏

夫

著

『
江
戸

の
本
屋
』
(
上
)
「
永

田
文
昌
堂

と
現
代

に

つ
づ
く
書
蜂
」

四
九

頁

参
照
。

25
 
福

嶋
寛
隆
編

『
神
社
問
題

と
真
宗
』
(
H
資
料

19
僻
難
対
弁
)
一
七
五
頁

参

照
。

26
 

福
間
光
超

「
近
世
末
期

の
神
仏
関
係
」

(『
竜
谷
史
壇
』
第
五
二
号
)

参

照
。

(
付
記
)
 

本
稿

は
土
井
順

一
、
龍

口
明

生
、
林
智
康
、
浄
蓮
寺
早
川
誠
顕
、

山
藤
忠
各
位

の
御
助
力

を
得

た
。

(
一
九

八
○
年

二
月

一
日
稿
、

八
月

七
日
補
訂
)

昭
和

五
十
四
年
度
本
願
寺

派
教
学
助
成
研
究

(
龍
谷
大
学
助
教
授
)
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